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サツマイモの栽培 
５月１５日から１７日にかけて，学年ごとにサツマイモの苗を植

えました。これまでに，畑の土を耕し，整地をしてマルチシートを

張るなど，地域の方や機動班の皆さんには大変お世話になりまし

た。作物の栽培には，それだけ労力が必要で簡単ではないことも子

供たちには知ってほしいところです。 

さて，子供たちは，葉や根の方向に気を付けながら苗をしっかりと土の中に植えこ

みました。それでも，ちょっと触るとすぐに抜けてしまうものもあります。やり慣れていないとなかなか難し

い作業のようです。こういったことからも体験する意義を感じます。また，畑の土は温かくフワフワして感触

がよく，土をいじる子供たちの表情も和みます。ミミズが顔を出すとちょっとした騒ぎにもなりますが，ミミ

ズなどの小動物や微生物が畑の土にどんな効果を与えているのか，考えるきっかけにもなります。 

秋にはどれだけのサツマイモを収穫することができるでしょう。今年も，地域の方のご厚意でサツマイモの

栽培ができることに感謝しつつ，収穫を楽しみに成長を見守っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米作り（5年生） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 年生の農園活動は米作りです。５月１５日（水），田植え体験をしました。

「あ！何かいる！」「カエルがいた！」と，のぞき込んで田んぼの様子に興味津々

です。「この中に入るんだ・・・」とちょっぴり不安そうな表情をする子もいます。

恐る恐る足を踏み入れて，ゆっくりゆっくり進みます。「あったかーい」「ぐにゃ

ぐにゃする」・・・と，子供たちは口々に感じたことをつぶやきながら田んぼの中

ほどまで進みました。ひざから下を泥の中に潜らせ，時折，泥に足を取られなが

らも丁寧に苗を植えていきました。次第に慣れてきたのか，あちらこちらから「終

わりました。苗くださーい！」との声が響きます。体験する前は，ちょっぴり抵抗感を示していた子供たちも，

終わってみると「楽しかった」「もっとやりたい」などの感想をもったようです。  

 秋には「稲刈り体験」も予定されています。地域の方のご支援，ご協力により，貴重な体験の機会を与えて

いただいたことに感謝いたします。また，ご指導，ご支援いただいたボランティアの皆様，お忙しいところお

世話になりました。ありがとうございました。 

豊郷南小学校
   学校だより  

社会総ぐるみによる人づくりの『合言葉』 

「育もう 地域の愛で 子どもの未来」 ～ 大人が子どもの手本となり，みんなで人間力を高めます ～ 
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① 家庭学習強化週間について 
5月 27日（月）～6月 7日（金）は 1回目の家庭学習強化週間です。地域学校園長からの通知も

配信いたしましたが，陽北中学校区地域学校園では，家庭学習の習慣を児童生徒に身に付けさせるた
め，中学校の定期テスト期間に合わせて小学校の強化週間の期間を設定しております。児童一人一人
に「家庭学習がんばりカード」を配付しておりますので，ご家庭でも「家庭学習の手引き」を参考にし
ていただき，お子さんへの励ましの声掛けをお願いいたします。保護者の皆様のご協力で，一層，家庭
学習が充実し，学力向上につなげられるものと思います。学校では，子供たちに取組についての留意事
項等を説明し意欲を高めていきます。 

2回目は，11月 1１日（月）～2２日（金）を予定しています。 

② 豊南小オープンスクール・引き渡し訓練について 
6月 19日（水）に豊南小オープンスクールを開催します。保護者，地域の方， 

どなたでも参観できますので，この機会に元気な子供たちに是非会いに来てください。 
2校時  ９：20～10：05 
3校時 10：20～11：05 （全学級 道徳の授業参観） 
4校時 11：15～12：00 

  なお，地域の方は南校舎玄関からお入りください。来校者用の名札を付け，来校者名簿にお名前を記
載していただくようお願いします。ご来校の際は，徒歩または自転車でお出でいただき，スリッパ等，
上履きをご持参くださいますようお願いいたします。 

  また，当日は，「緊急時引き渡し訓練」を予定しております。保護者の皆様には 14時 35頃にメール
配信を予定しておりますので，連絡が入りましたら児童の引き取りをお願いいたします。 

③ 教科書展示会について 
保護者，地域の方々に教科書に対する関心を深めていただくため，以下の期間，教科書展示会が開催

されます。この機会にご覧になってはいかがでしょうか。 
期 間：令和６年 6月 17日（月）～7月 12日（金）午前 9時～午後 5時（土，日曜日を除く） 
会 場：栃木県庁河内庁舎 B棟２階研修室 

◇ ◇

 

 
 
 
 
                
 
 
5月 2８日（火）に生活安心課の皆様に来校していただき，交通安全教室を実施しました。基本的な交通ル

ールや自転車の乗り方，LRT に関する交通安全上の注意事項などについて，クイズや実演，動画等によって
学びました。子供たちも積極的にクイズに参加して，楽しみながら交通ルールを学びました。学んだことを生
活の場に生かせるよう，今後も随時声を掛けていきたいと思います。 

◇ 今，学校は・・・ ◇ － 子供を中心とした対話を －

 

先日，県教委主催の校長研修に参加しました。講師は，文部科学省中央教育審議会「学校における働き方改
革特別部会」の委員を務める妹尾昌俊氏です。研修会の冒頭，クイズが出されました。6分 8分 ４２％，
この数字は何を意味しているか，というものです。順に，児童生徒在校時にとっている 1 日の小学校教員の
休憩時間，中学校教員の休憩時間，不眠に悩まされている教員の割合で，近年，教員にアンケート調査を実施
して得た回答の平均だそうです。本校の職員に当てはまるか否かは別として，児童の安全，安心な生活に留意
し，担任中心に授業を行う小学校においては，ある程度うなずける数値です。 
さて，「学校の働き方改革」について国の提言が出されて 7年ほどになりますが，以来，学校は，勤務時間

を意識した働き方を進め，教職員の業務改善に努めてきました。本校においても，ICTや外部人材の活用をは
じめ保護者や地域協議会等の協力も得ながら，「教育の質」を落とさずに活動の充実を図っております。保護
者や地域の方々には，学習支援ボランティアや読み聞かせ，登下校の見守り等，様々な場面でご協力をいただ
き有難く思っております。子供たちの学習活動が充実するだけでなく，学校生活を豊かにすることにつながっ
ています。そして，それは教職員にとっても良い影響があると思っています。教職員の負担軽減というよりも，
保護者や地域の方との“対話”の機会が増えることが大きな効果です。子供同士にも言えることですが，“対
話”をすることで互いの理解が深まります。子供たちを中心に置いて，学校・家庭・地域，それぞれに互いの
理解が進むことは大切なことです。授業参観や懇談会だけでなく，皆様と教職員との“対話”が増えるよう，
今後，PTAや地域協議会の皆様と一緒にボランティアの機会等も検討していければと考えています。 

◇ お知らせ ◇ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


